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草野　有紀 1）・及川　輝樹 1）・石塚　吉浩 1）・石塚　治 1）・山元　孝広 1）

１．はじめに

国立研究開発法人産業技術総合研究所（以下「産総研」）地

質調査総合センター活断層・火山研究部門では，栃木県日

光市と群馬県片品村の境に位置する日
にっこうしらね

光白根火山と，その

周辺地域の２万 5千分の 1火山地質図を刊行しました（第

1図；草野ほか，2022）．

栃木県西部と群馬県の一部を含む日光地域は，日光国立

公園の南部地域に相当します．この地域には3万年以内に

活動した火山として，東から男
なんたいさん

体山，三
みつだけ

岳，日光白根山が

あります．これらの麓にある湯
ゆもと

元温泉，戦
せんじょうがはら

場ヶ原から竜
りゅうずの

頭

滝
たき

へ広がるハイキングコース，スキー場などは，年間を通

じてのべ一千万人が訪れる日本有数の観光地です．首都圏

からも目立って見える男体火山は，約 7千年前に噴火した

ことが判ったため，完新世（約 11,700 年前以降）に噴火し

「日光白根及び三岳火山地質図」を刊行
日光白根火山周辺の噴火史と火口位置が明らかに

たことがある活火山に認定されています．日光火山群の西

側にある日光白根火山は，1649 年，1873 年，1889–90

年に噴火した記録をもつ活火山ですが，それ以前の時代に

おけるマグマ噴火の年代やその回数は明らかになっていま

せんでした．今回，山頂部をつくる最新の溶岩噴火の年代

が約 3千年前であり，同時に火砕流も発生していたこと，

過去には爆発的なマグマ噴火も繰り返し発生していたこと

が，新たにわかりました．この日光白根火山には，少なく

とも 15個の火口があり，歴史記録に残る噴火はこれらか

ら発生したことが明らかです．また，三岳火山は約 5千年

前頃に噴火したことも初めて明らかになりました．本火山

地質図は，噴火の影響が及ぶ範囲の予測の研究，観光産業，

将来の噴火に備えるためのハザードマップと避難計画の策

定および改訂に貢献することが期待されます．

キーワード：�火山地質図，日光白根火山，噴出量階段図，火口位置，三岳火山，男
体火山

1）�産総研�地質調査総合センター活断層・火山研究部門

第 1図　日光白根及び三岳火山地質図（縮尺 2万 5千分の 1）．
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２．開発の社会的背景と研究の経緯

地質図は地盤や地層の様子を表し，資源開発や防災，土

木・建設，地球環境対策など，幅広い分野で基礎資料とし

て利用されています．このうち火山地質図は，いわば過去

の噴火災害の実績図であり，火山噴出物や噴火口などの分

布，火山噴出物の層序などを表しています．過去の噴火履

歴を探るための学術資料としてだけでなく，将来の噴火災

害のリスクを評価するための資料としても重要です．

関東地方最高峰（2,578�m）の日光白根火山は日光地域

の活火山の中では唯一，有史時代の噴火記録があり，今

後も噴火する可能性が最も高い火山です．1873 年および

1889 ～ 90 年に発生した日光白根火山の噴火により，栃木

県側に火山灰が降り，群馬県側にラハールが流れ下ったと

いう記録があります（及川，2021）．2011 年の東北地方太

平洋沖地震後，日光白根山では地震活動が活発化しており，

気象庁によって 24時間の観測が行われています．過去の

研究によって，約 6千年前から降下火砕堆積物を噴出して

いると考えられてきましたが（奥野ほか，1994），その山

体を形成したマグマ噴火の年代と噴火様式は詳しくわかっ

ていませんでした．噴火史の構築が困難だったのは，標高

が高いために徒歩での調査に限られること，異なる年代の

火山噴出物であっても特徴が相互に似ていることなどの理

由がありました．湯元温泉の東側に隣接する三岳火山につ

いても，これまでは周辺に降下火砕堆積物が確認されてお

らず，完新世に噴火しているかどうかについては不確定で

した．

3．研究の内容

日光白根及び三岳火山を構成する噴出物の詳細な分布や

それらの層序の地質調査を行うとともに，戦場ヶ原を含め

た麓の地域でも調査を進め，主な噴出物については放射性

炭素年代測定により噴火年代を特定しました．また，近

年整備されつつある空間分解能の高いデジタル標高モデル

（DEM）を活用し，それに基づいた地質調査により，植生に

覆われた地域の火口の分布も詳細に把握しました．

（1）日光白根火山の噴火史
今回，日光白根山頂部をつくる白根山溶岩の噴火は約 3

千年前で，その噴火に伴って火砕流が発生していたことが

新たに明らかになりました（第2図）．火砕流による堆積物

は日光白根山の西側の谷沿いで確認でき，この中に含まれ

る炭化した木片の放射性炭素年代により，噴火年代を決定

しました．

また，7.6 千年前～ 3千年前の間に，白根権現火砕丘や

五色沼火砕丘などをつくる爆発的なマグマ噴火を少なくと

も3回起こしていたことがわかりました．本研究では降下

火砕堆積物の構成物を詳しく顕微鏡観察し，これまで知ら

れていた石質の降下火砕堆積物と火砕丘が同時期に噴出し

たものであることを岩石学的に明らかにして，噴火年代と

噴火様式を解明しました．本研究で明らかになった噴火年

代と噴火頻度からは，日光白根火山が依然としてマグマ噴

火を発生する可能性がある火山であると結論できます（第

3図）．

第 2図　五色山から見た日光白根山と五色沼．
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草野ほか

日光白根火山は，溶岩や溶岩ドームを噴出する比較的穏

やかな噴火もしくは歴史記録にあるような山頂部での水蒸

気噴火を繰り返してきたと考えられていました．しかし，

われわれが発見した爆発的マグマ噴火や火砕流の発生実績

は，噴火時の火山災害の想定や避難計画の策定などで考慮

すべき事柄であり，防災上重要な知見です．

さらに，白根山及びその北にある座
ざぜんやま

禅山の山頂部には，

少なくとも 15個の火口が確認されました．その中でも白

根山溶岩の表面に形成された火口（第 4図 a～ f）は，3千

年前以降，明治時代まで繰り返しているマグマ水蒸気噴火

および水蒸気噴火の火口と考えられます．火口位置を明確

にしたことで，噴火の影響範囲の予測精度が向上し，その

結果を防災対策に役立てることができます．

（2）三岳火山の噴火年代
三岳火山は，湯元温泉に隣接し，南北に並んだ刈

かりこみこ

込湖溶

岩と光
こうとく

徳溶岩の 2つの溶岩ドームからなります（第 5図）．

今回，これら以外に少なくとも 1層，層厚約 30�cm の降

下火砕堆積物の存在が明らかになりました．これら3つの

うち光徳溶岩と降下火砕堆積物は，5.6 千年前以降に噴出

したものであることがわかりました．この結果，三岳火山

は，周辺の日光白根火山や男体火山とともに活火山の条件

を満たす火山であることが明らかになりました．

第 3図　�日光白根火山の噴出量階段図．噴出体積は DRE（岩石換算
値）で示す．傾きが緩いほど噴出率が低く，急なほど噴出率
が高いことを示す．

第 4図　日光白根山頂付近の火口位置と噴火年代．

第 5図　戦場ヶ原から見た三岳火山．
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4．今後の予定

「日光白根及び三岳火山地質図」は，産総研が提携する

委 託 販 売 先（https://www.gsj.jp/Map/JP/purchase-guid.

html）で印刷物を入手できます．デジタルデータ（火山地質

図のラスターデータ及び解説文）も地質調査総合センター

地質図カタログのウェブサイトからダウンロード可能です

（https://www.gsj.jp/Map/JP/volcano.html）．

引き続き，常時観測火山を対象として火山地質図を刊行

し，活火山地域の防災・減災および噴火予測に貢献してい

きます．

KUSANO�Yuki,�OIKAWA�Teruki,� ISHIZUKA�Yoshihiro,�
ISHIZUKA�Osamu�and�YAMAMOTO�Takahiro（2023）
Publication�of� the�geological�map�of�Nikko-Shirane�and�
Mitsudake�volcanoes;�Holocene�eruption�history� and�
craters�are�clarified.

（受付：2023 年 4月 27日）
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